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「 貨 幣 の 価 値 の 引 上 げ に 関 す る 再 考 察 」、














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（Mark Blaug, etc［1996］, p.1, 参照）。また、掘塚
文吉郎『貨幣数量説の研究』、第１章においても
貨幣数量説の起源が紹介されている（堀塚［1988］）。
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